
「 狂犬病組織培養不活化ワク
チン（シード）

125¶200 0 12 2 ５mL未
満の場合

に

5

５mL以
上 20mL
未満の場
合

2

犬レプトスピラ病（カニ
コーラ・イクテロヘモラ
ジー・グリッポチフォー
サ・ポモナ）不活化ワクチ
ン（アジュバント加溶解用
液）（シード）

28¶400 20¶300 37 5

猫ウイルス性鼻気管炎・猫
カリシウイルス感染症２
価・猫汎白血球減少症混合
ワクチン（シード）

271¶200 20¶300 32 5

猫ウイルス性鼻気管炎・猫
カリシウイルス感染症３
価・猫汎白血球減少症混合
ワクチン（シード）

300¶500 44¶600 43 2

」

改 め る 。

表 診 断 液 の 部 中

「 牛伝染性鼻気管炎診断用蛍
光抗体

59¶000 0 16 5
」 を

「 牛ウイルス性下痢`粘膜病
診断用金コロイド標識抗体
反応キット

18¶000 0 ５検体用
2

10検体用
1

20検体用
1

2

に 、

牛伝染性鼻気管炎診断用蛍
光抗体

59¶000 0 16 5
」

「 ツベルクリン 97¶500 20¶300 11 2 」 を

「 ツベルクリン 97¶500 20¶300 10 2 」 に 、

「 ヨーニン 102¶800 20¶300 11 2 」 を

「 ヨーニン 102¶800 20¶300 10 2 」 に 、

「 精製鳥型ツベルクリン 113¶400 20¶300 12 2 」 を
「 精製鳥型ツベルクリン 113¶400 20¶300 10 2 」 に

改 め る 。

別 表 第 十 八 中

「
蓄電池を用いた電動車椅子又は電動歩行補助車であって、短絡
及び電解液の漏えいを生じないように措置したもの

` 受託

リチウムイオン電池を用いた電動車椅子又は電動歩行補助車で
あって、電池を装置内に組み込む等短絡を生じないように措置
したもの

` 受託

「
リチウムイオン電池以外の蓄電池（別表第１に掲げる特別規定
Ａ123に準拠する電池を含む。以下「蓄電池」という。）（電解液
の漏えいを生じないように措置したもの）を用いた電動車椅子
又は電動歩行補助車（以下「電動車椅子等」という。）（蓄電池
を取り外すことができないものであって、不測の作動を防止す
るように措置したもの）

`

電動車椅子等に用いる蓄電池（装置から取り外したものであっ
て、短絡及び電解液の漏えいを生じないように措置したもの）

`

リチウムイオン電池を用いた電動車椅子等（電池を取り外すこ
とができないものであって、不測の作動を防止するように措置
したもの）

`

電動車椅子等に用いるリチウムイオン電池（ワット時定格量が
300Wh以下の装置から取り外したものであって、短絡を生じ
ないように措置したもの）

`

電動車椅子等に用いるリチウムイオン電池の予備の電池（ワッ
ト時定格量が300Wh以下の装置から取り外したものであって、
短絡を生じないように措置したもの）

１個（１個
あ た り の
ワット時定
格量が 160
Wh以下の
ものにあっ
ては、その
数量２個を
１個として
換算する。）

手荷物に限る

手荷物に限る

」

を
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〇 農 林 水 産 省 告 示 第 二 千 七 号

薬 事 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 四 十 五 号 ） 第 八 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同

法 第 四 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 昭 和 三 十 六 年 二 月 一 日 農 林 省 告 示 第 六 十 六 号 （ 薬 事 法 第 四 十 三

条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 農 林 水 産 大 臣 の 指 定 す る 医 薬 品 を 定 め る 等 の 件 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

し 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

平 成 二 十 四 年 八 月 十 日 農 林 水 産 大 臣 郡 司 彰

た だ し 書 中 「 @E ま で 」 を 「 @I ま で 」 に 改 め 、
(
1
2
6
)

を
(
1
3
1
)

と し 、
(
1
2
5
)

を
(
1
2
9
)

と し 、
(
1
2
9
)

の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

(
1
3
0
)

猫 白 血 病 診 断 用 抗 体 ・ 猫 免 疫 不 全 ウ イ ル ス 感 染 症 診 断 用 抗 原 ・ 犬 糸 状 虫 症 診 断 用 抗 体 複 合 キ ッ

ト

た だ し 書 中
(
1
2
4
)

を
(
1
2
8
)

と し 、 @L か ら
(
1
2
3
)

ま で を 四 ず つ 繰 り 下 げ 、 Ķ を @D と し 、 @D の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

@E ジ ス テ ン パ ー ・ 犬 ア デ ノ ウ イ ル ス （ ２ 型 ） 感 染 症 ・ 犬 パ ラ イ ン フ ル エ ン ザ ・ 犬 パ ル ボ ウ イ ル ス

感 染 症 ・ 犬 レ プ ト ス ピ ラ 病 （ カ ニ コ ー ラ ・ コ ペ ン ハ ー ゲ ニ ー ・ ヘ ブ ド マ デ ィ ス ） 混 合 ワ ク チ ン

（ シ ー ド ）

た だ し 書 中 J̧ を @C と し 、 I̧ を @L と し 、 Ḩ を J̧ と し 、 J̧ の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

Ķ ジ ス テ ン パ ー ・ 犬 ア デ ノ ウ イ ル ス （ ２ 型 ） 感 染 症 ・ 犬 パ ラ イ ン フ ル エ ン ザ ・ 犬 パ ル ボ ウ イ ル ス

感 染 症 ・ 犬 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 混 合 生 ワ ク チ ン （ シ ー ド ）

た だ し 書 中 Ģ を I̧ と し 、 Ĥ か ら F̧ ま で を 二 ず つ 繰 り 下 げ 、 Ĝ を Ĥ と し 、̂ H の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

Î 馬 鼻 肺 炎 （ ア ジ ュ バ ン ト 加 ） 不 活 化 ワ ク チ ン （ シ ー ド ）

た だ し 書 中 F̂ を Ĝ と し 、 Ê を F̂ と し 、 D̂ を Ê と し 、 Ĉ の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

D̂ 破 傷 風 （ ア ジ ュ バ ン ト 加 ） ト キ ソ イ ド （ シ ー ド ）

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 九 百 二 号

航 空 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 運 輸 省 令 第 五 十 六 号 ） 第 百 九 十 四 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 、

航 空 機 に よ る 爆 発 物 等 の 輸 送 基 準 等 を 定 め る 告 示 （ 昭 和 五 十 八 年 運 輸 省 告 示 第 五 百 七 十 二 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

平 成 二 十 四 年 八 月 十 日 国 土 交 通 大 臣 羽 田 雄 一 郎

˜
�
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